
卒業論文要旨 

メチレン架橋を鍵とするアントラセンのワンポット合成 

One-pot synthesis of anthracene with the key to methylene bridge 

 

アントラセンは光学材料や電子材料として有用であるものの、その合成には多段階反応が必要である

1,2)。一方、私達はジクロロメタン中、塩化アルミニウムの共存下でベンゼンのフリーデルクラフツ反応

をおこなった際、ワンポットでの合成が可能であり、簡便な操作でアントラセンが得られることを見出

した。また、同程度の収率でメチルアントラセンの生成も確認した。そこで、本反応に着目し、検討を

行うことで、ジクロロメタンによるベンゼン環のメチレン架橋が鍵であることを明らかにした。続く分

子内での閉環と酸化反応によってアントラセンが生成すると考えられる。さらに、反応条件を変えるこ

とにより、収率の向上と選択性の制御に関する検討を行なった。 
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